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第 Ⅰ章 序 論
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§1.2 本研究の目的
第 Ⅰ章 CWモード同期 レーザーの開発
§2.1 レーザーの原理と各種レーザー
§2.2 多モー ド発振 とモー ド同期
§2.3 アルゴンレーザーのモー ド同期
§2.4 CW色素レーザーの製作
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の特性のゆえに色素 レー ザーは分光学-の応用のうえで最も重要なレー ザーと云える｡ また色
素レーザーでは発振スペクトルの幅が広いためモー ド同期の方法により極めて時間幅の狭い光
メ/レスを発生させることができ,超高速過渡現象の研究に非常に適している｡





























うひとつはモー ドの位相 Qnの相互関係が一定になるようにするモー ド同期の方法であるO後者









となる.ただし,E,および¢はモー ドによらず一定であるのでそれぞれE-E,め-¢としn TZ, TZ, TZ,
た｡



































レー ザーの損失または利得を角周波数帖 wt で変調することにより達成することができるo
これについて定性的に説明する｡損失変調のひとっの方法としてレーザー共振器内に薄いシャ
ッターを挿入したと考える｡シャッターは一周期の大部分は閉じ毎周期 T-27r/a'ごとに T のOpen














































































かけた｡また色素レーザーに関してはCWA了レー ザー の出力 を変調し,これで励起する方法
や,可飽和吸収体としてDODCIを用いる受動モー ド同期の方法も試みたO
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を10pmとして必要な循環速度 Vを計算 してみると, (2-7)式より
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いる方法等,様々な方法が開発されている｡CWモー ド同期 レー ザーのようにパルスのピーク
値はあまD高くないが,繰 り返し周期が速い場合にはSHG法が適している｡そこで22図のよ
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モー ド同期 レーザーからの出力パ ルスを図のようにビームスプリッタ-でふたつに分け,そ
れぞれMl,M2,で反射させ,再びビームスプリッタ-の部分で重ね合わせる｡ しかし, この















































































































































































(2) スター トパルス :蛍光の光子より作る｡
ストップパルス:励起光より作る｡
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